
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプ
ランの成果指標を達成した教師80％以上

・教職員間でマイプランを共有するとともに、
校内研修等により取組の促進を図る。

B

・マイプランを立て、日々その達成に向けて、授業の工夫や継続的な指
導を行っている。しかし、成果指標が達成したかの確認や教職員間で
共有しての取り組みがまだ十分ではない。
・今後研修の場を持ち、全教職員共有し、取組の改善や徹底を図って
いく。

A

・マイプランの目標達成に向けて、各自が取り組みを振り返り、追加・
修正を繰り返しながら、授業の工夫や指導方法の改善に努めること
ができた。
・学習状況調査や標準学力調査の結果を受けて分析を行い、課題や
指導方針について全教職員で共有し、年度末に向けての取り組みを
明確にし、実践することができている。

A

・全職員、児童の学力定着を目指して、創意工夫し努力されて
いる姿勢を感じることができる。

○基礎学力を含む知識及び技能の定着を
図り、活用力の向上を目指す。

・市販テストにおける「思考・判断・表現」の得点
が、全国平均を上回る児童が６０％以上。
・保護者アンケートの基礎学力向上の成果で「そ
う思う」回答６０％以上。

・テストごとに達成度合いを調べ振り返る。
・各学級での取組を保護者に保護者面談や
学級通信等で周知する。 B

・市販テストにおける「思考・判断・表現」の得点は、国語科は全国平均
を６０％以上の児童が上回ることができており、算数科も５８％で目標
値に近づいている。今後は、活用力を問うような問題にも取り組んでい
く。
・基礎学力の向上に取り組んでいるかの評価は「そう思う」３９％だっ
た。学級通信等での取り組みの連絡を意識して行っていきたい。

A

・市販テストにおける「思考・判断・表現」の得点が、全国平均を上
回った児童は国語科は81.9％、算数科は61.6％で目標値を上回るこ
とができた。今後さらに向上するよう活用問題への取り組みを継続し
ていきたい。
・基礎学力の向上の取り組みの成果について肯定的な回答をした保
護者は９６％だった。保護者の９５％は学級通信を読んでおり、学習
の様子等を伝えることができた。

A

・算数の学力検査の結果が５０％台でとどまっているようで、成
績の差があり指導の工夫が大変だと思われる。下位にいる児
童が多く、成績の結果が思わしくないのか。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心を身に付ける
教育活動

●豊かな心についてのアンケートにおいて
肯定的な回答をした児童が85％以上（児童
アンケートにて）

・道徳の授業の充実
・道徳的掲示板「ときわの木」の充実(低中高学
年）
・児童アンケートで、友達との関係について肯定
的な回答した児童が８５％以上。

B

・道徳的掲示板「ときわの木」を、低学年・中高学年用に設置し、頑張っ
ている友達について書く取り組みを実施した。時期が遅くなってしまっ
たため、今後は計画的に実施し、放送などで啓発を行うことで他者を思
いやる心を育てていく。
・友達との関係について肯定的な回答をした児童は９０％以上であっ
た。

A

・人権集会に合わせて、掲示板「ときわの木」を低学年用・中高学年
用に設置した。低学年の取り組みは多かったが、中高学年が少な
かった。
・児童アンケートにおいて、友達との関係について肯定的な回答をし
た児童は９０%以上であった。
・人権週間を設定して、特に人権について考える時間をとり、人権意
識の向上に努めた。

A

・国内では人の命をうばう事件が発生している。人の命を大事
にする心と同時に、自分が社会の一員として地域社会を盛り上
げる心をさらに育んでほしい。

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ●いじめ防止について、教師の組織的対応
ができたと回答する職員が、80％以上（教職
員アンケート）

・いじめに関するアンケートや学期に１回のQＵ
アンケートを実施し、児童の状況把握に努める。
・毎月の児童支援連絡会で気になる事案等につ
いて共通理解を図る。

Ａ

　
・毎月の児童支援連絡会で、全職員で情報を共有することができてい
る。また、生活アンケート（月に１回）や、QUアンケート（年に２回）を計
画的に実施し、児童の状況把握・早期対応に努めることができている。
　

A

・いじめに関するアンケートや今年度２回目のQＵアンケートを実施
し、それをもとに児童の観察や児童との面談をすることで、一人一人
の状況把握に努めた。
・毎月の児童支援連絡会で、気になる児童やそれを取り巻く周囲の児
童について、全職員で情報を共有し、見守りや支援を続けたことで、
いじめ等の大きな問題事案に発展することはなかった。

A

・今後も、いじめへの目配り、問題行動への対応等、子どもた
ちに寄り添った指導をお願いしたい。

◎体験活動を中心とした郷土について学ぶ
体験活動の充実

●体験活動についてのアンケートで、郷土
についての学びを得たと考える児童が90％
以上。

・生活科、総合的な学習の時間における体験活
動についてのアンケートを実施し、児童の変容
を考察する。
・学期末に、教職員へのアンケートを実施する。 Ａ

・田んぼの学校や営農教室など、地域の方と一緒に活動をする機会が
あり、学びを得たと回答した児童は９５％を超え、身近な人から学びを
得ることができている。
・総合的な学習の時間で、地域の方からの話を聞く機会を設け、郷土
への愛着を育てる活動を行った。 A

・営農教室で地域の方と一緒に野菜を育てたり、町探検で話を聞いた
りする中で、橘町の良さに気付くことができた。
・総合的な学習の時間で、地域の方からの話を聞く機会を設け、郷土
への愛着を育てる活動を行った。学習にも生かされ、より橘のために
何ができるか考えられるようになった。また、地域の方へ感謝の気持
ちを表す場も設定し、たくさんの人に見守られていることを実感するこ
とができた。

A

・地域には経験豊富な人や特技をもつ人がいるので、一緒に
活動することで何かを感じ取れたのではないかと思う。これか
らも地域の力を活かせるような活動の継続をお願いしたい。
・創立１５０周年を迎えるこの機会に、児童と住民が一緒に橘
町の歴史を学べる時間をもてたらいいと思う。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の
育成」

●「健康に食事は大切である」と考える児童
90％以上(児童アンケート）
・「好き嫌いをせず食べている」と回答した児
童が８０％以上。（児童アンケート）

・児童に食育標語を書かせ食に関する興味・関
心をもたせることで、食事の重要性や感謝の気
持ちを育む。
・給食委員会の活動として、給食の月目標や季
節や行事に関わる食材や栄養についての情報
を発信していく。

Ａ

・食育標語を書かせ、全校に伝えることで、食に対する興味関心や感
謝の気持ちをもたせることができた。
・各学級で、量を調節するなど残菜を減らす工夫がされた。「好き嫌い
せずに食べている」と答えた児童は93％であった。
・給食委員会が、給食着や爪、歩き方のチェックを行い，衛星に気をつ
けさせた。
・メニュ-や食材に関する情報を発信することができた。

A

・2回目の給食標語を募集した。また、給食週間では毎日内容を変え
て食に関する情報を発信した。食への興味関心や感謝の気持ちが育
ち「好き嫌いをせずに食べている」と回答した児童は９３％であった。
・委員会発表で食事のマナーを取り上げた結果、改善意識が高まっ
て、マナーを守ろうとする様子が見られた。
・年に2回「早寝早起き朝ごはん」のチェックを行った。毎朝朝ごはんを
食べている児童は９８％で、朝ごはんの大切さを理解している。

A

・給食の配膳の見学、試食をさせていただいた。低学年も上手
にできていたのは感心した。給食の内容はとてもおいしく、こん
なに美味しい給食を食べていることを嬉しく思った。

○体育的行事や健康委員会による活動の
充実

●体力テストで全国平均を上回った項目が
７０％以上

・健康委員会によるスポーツチャレンジの実施
や外遊びの奨励。
・体育的行事に合わせ、強化週間や旬間を設定
し、児童が運動に意欲的に取り組めるようにす
る。

B

・新型コロナウイルス感染症対策の為、健康委員会によるスポーツ
チャレンジはまだ実施できていない。感染状況を見ながら、今後実施を
検討していく。（１１月に実施予定）
・体力テストで全国平均を上回った項目は３１％であり、県平均を上
回った項目は５７％であった。外遊び等を推奨し、児童の体力向上に
努めていきたい。

A

・健康委員会の活動として全校でドッジボールラリーの記録会を行う
ことができた。事前に連絡をして各学年練習時間を設けてもらうなど
して積極的に取り組ませることができた。
・児童アンケートにおける「外遊びや運動を進んでしている」児童は７
９％であった。もう少し外遊びを推奨し、児童の体力向上に努めてい
きたい。

A

・コロナ禍で思うように活動ができなかったと思うが、これから
創意工夫して、ぜひ外遊びを推奨してほしい。

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間(月45時間、年間360時間)の上限を遵
守する。

・定時退勤日を設定し、見通しをもった業務
を行うようにする。
・多忙化対策委員会を実施し、行事等の精
選、校務分掌について状況把握をし検討す
る。

C

・全職員の時間外勤務時間の平均36時間で減少してきたが、定時退勤
日の徹底ができていない。タイムカードを活用し、退勤時刻を意識した
働き方、効果的な業務遂行を促す必要がある。
・夏季休業中に学校閉庁日の前後に研修等を設定しない期間を設け、
教職員が連続休暇を取得しやすい環境を整備した。

B

・全職員の時間外勤務時間は平均３１時間で減少してきた。定時退勤
日、完全消灯日の設定、互いの声掛けの成果が出て、退勤時刻を意
識した働き方、効果的な業務遂行ができてきた。
・職員の負担軽減につながるよう、行事計画の見直しを進めることが
できた。

B
・教員の時間外勤務が減っているのは喜ばしい。中学校、高校
は、時間外勤務を減らせず苦労されているようである。
・先生の勤務が超過しないよう、育友会行事の精選、あり方の
検討が必要。

○学校行事や会議等の精選・効率化の推進 ○職員会議のペーパーレス化による効率化
を図り、20％の時間短縮を実践する。

・会議、行事等の内容について、教育効果を
吟味し、教育活動の精選を行う。

B

・会議資料はGoogleクラスルームを活用し部分的にペーパーレス化で
きているが、時間短縮はあまりできていない。事前に資料に目を通すこ
とができるように早めの資料準備を心掛け、開始前に会議時間の設定
をする。 A

・会議、業務の効率化については、職員アンケートで９２％が
「達成できている」「おおむね達成できている」と回答。会議開
始時間を守ることを徹底し、終了時刻を設定して進行すること
で、各自の業務の時間を確保することができた。 A

・先生方の負担が、少しでも軽減されるよう、これからも業務改
善をしてほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○特別支援教育研修及びケース会議の
充実

○特別支援に関する専門性が向上したと認
識した教職員が70％以上
（研修後のアンケート）

・交流学級と連携を図り、教師の専門性を高
めるための特別支援に関する研修会の実
施。
・ケース会議の実施、情報交換

B

・支援を要する児童について情報交換を行い校内全体で連携を図っ
た。夏休みに市役所の福祉課より講師を招き研修を行った。
・就学支援会議を行い、児童についての情報を共有している。
・支援学級対象の児童のみでなく、必要に応じてケース会議や発達検
査等を行っていく。

A

・支援会議や情報交換会を通して共通認識に努め，全校一体となっ
て支援するように努めた。
・特別支援教育に関する専門性が向上したと認識している教職員の
割合が増加した。
・担任と連携をとり必要に応じてケース会議や発達検査を行った。保
護者説明の後、通級教室へつなげることができた。

A

・昨年より、専門性が向上した先生方が増えたことは嬉しい限
り。発達障害について保護者の関心も高まっているのではない
か。よりよい、児童、保護者へのサポートを期待したい。

〇ICT活用の充実 ○タブレットを活用した授業が「分かりやす
い」と回答する児童70％以上。

・教科等の学習での積極的な活用を行い、教師
のスキル向上、情報共有のための時間確保を
する。
・情報モラル教室を３～６年生を対象に行う。

B

・情報モラル教室を行うことで、情報機器の正しい使い方、危険性を理
解させ、より安全に使おうとする意識を向上させることができた。
・学習場面において、積極的にタブレット端末を使うことができている
が、教師によって使用頻度の差がある。個々のスキルを向上させるた
め、教師間での情報交換を積極的に行っていきたい。

A

・教師間でよりよい活用の仕方について教え合い、リモート授業や家
庭学習など、ICTを活用した学習の工夫、業務効率の向上に努めるこ
とができた。
・児童アンケートにおいて、タブレット授業が「分かりやすい」と回答す
る児童は９８%だった。

A

・リモート授業等、家庭でも学習できる場があるのは驚きであ
る。
・タブレットで、家にいて友達と遊んでいることが多いのではな
いか。
・SNSの危険性や個人情報保護について注意を促すような指
導をしていただいていると思う。

○防災教育の充実 ○防災講座・集団下校後のアンケートで、
「防災意識が高まった」と回答する児童７0％
以上。

・地域消防団を講師とする防災講座を全校
児童を対象に行う。
・定期のほか、警報発令時に集団下校引率
を行う。

Ａ

・６月に、消防団の協力を得て、防災講座を全校児童対象に行った。児
童各自が危険を感じたらどう行動するかを考えさせた。
・水害の時期を前に、水難避難訓練をし、消防団の方と一緒に下校し、
水害の危険個所を指導してもらった。
・職員で通学路の危険個所の再確認をし、安全マップに写真を掲載し
た。

A

・大雪や暴風時に迎え下校を依頼する等、緊急時の保護者との連携
がスムーズにできた。
・避難訓練を計画通り行い，起こりうる事態を予期しておくよう指導し
た。
・育友会や職員で危険個所の点検を行い，事故や危険な出来事の発
生を未然に防ぐことができた。

A

・橘町は、常襲水害地ですので、日頃から危機管理意識をもっ
て今後を対処をお願いしたい。
・天候悪化が予想される場合など、保護者への連絡が早い段
階で来ていると思う。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・中間評価で十分達成していない課題を明確にし、最終評価まで達成度をあげるよう取り組むことができた。学力向上については、ICTを活用した学習、リモート授業など、様々な状況に対応した授業や家庭学習の準備ができ、学びを止めない体制作りができた。保護者や地域

の方々も学校の方針をよく理解していただいた結果であると考える。

・志を高める教育として掲げている「ときわっ子体験活動」については、95％以上の児童が、学習した内容が自分のためになったと回答している。今年度は体験活動を昨年度よりも実施することができ、「体験活動を通して、郷土について学びを得た」ことを実感することがで

きている。次年度もさらに、地域の方から力を借りながら、郷土について学びを得たと実感できる体験活動を計画・実施していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校評価のアンケートでは、中間評価と最終評価にあまり大きな差はない。感染症対策のため、行事の見直しを行い目的や方法についてその都度知らせてきたので、学校の方針をよく理解していただいた結果であると考える。学級閉鎖に備えて、リモート授業にも対応したこ

とが、家庭での自主学習の取組とＩＣＴの活用力アップにつながった。

・志を高める教育として掲げている「ときわっ子体験活動」については、90％以上の児童が、学習した内容が自分のためになったと回答している。しかし、今年度は十分な体験活動ができず、「体験活動を通して、郷土について学びを得た」とは言い難い。次年度は、校内研の

方法を工夫し、真に郷土について学びを得たと実感できる体験活動を計画・実施したい。

２　学校教育目標 生きる力を身に付け、学校・家庭・地域の思いを受け継ぐ　ときわっ子の育成

３　本年度の重点目標
ア,確かな学力を育む教育活動の推進　　イ,豊かな心を育む教育活動の推進　　ウ,健やかな体を育む教育活動の推進　　エ,特別支援教育活動の推進　　オ,幼・保・小・中連携の推進

カ,時代のニーズに対応した教育の推進　　キ,家庭・地域との連携強化　　ク,働き方改革の推進

学校名 武雄市立橘小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

○時代のニーズに対応し
た教育の推進

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価


